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本日の説明内容本日の説明内容

１ 都市計画決定に関すること

２ 火葬場の概要に関する事２ 火葬場の概要に関する事

３ 道路の整備に関する事
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都市計画決定について都市計画決定について

• 火葬場は、都市計画法第１１条により「都市
施設」と定められている都市計画法

• 円滑な都市活動を支え、住民の利便性の向
上、良好な都市環境を確保するうえで必要
な施設

都市施設とは

• 建築基準法第５１条では都市計画において
火葬場の位置を決定していなければならな
い

建築基準法
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総括図
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姶良市火葬場（姶良市決定）計画図
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姶良市火葬場の都市計画決定までの流れ姶良市火葬場の都市計画決定までの流れ
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火葬場建設の概要等について

• 平成２３年度火葬場建替え候補地選定
委員会により決定建 設 地

• 建設省火葬場建設標準（案）を参考

• 都市計画区域内を原則選 定

• 利便性・立地条件・用地取得・低コスト

• 総合的に評価し決定
選定理由
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既存施設の課題

• 昭和４８年３月建設

• ４２年が経過

施 設 の

老 朽 化

火 葬 炉 の • 平成５年・６年度に入替

• ２０年以上経過

火 葬 炉 の

老 朽 化

• 昔の設計のため設備が充
実していない

古 い 設 計
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既存施設の課題の解決①
施設

• 建替えが必要施 設
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既存施設の課題の解決

現火葬場 新火葬場（イメージ）
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既存施設の課題の解決②
火葬炉

• 最新の火葬炉の導入
が必要火 葬 炉
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既存施設の課題の解決
火葬炉フローシート
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既存施設の課題の解決③
設計

• 近代的な設計

• 遺族や会葬者のプライバ
シーの配慮

• バリアフリー、ユニバーサ
ルデザイン等の配慮

設 計
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火葬場施設整備の重要なポイント①

• 周辺環境に配慮した施設

• 利用しやすい機能的な施設• 利用しやすい機能的な施設

• 環境にやさしい施設

• 管理しやすい施設

基本方針
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火葬場施設整備の重要なポイント②

• 住民の方に違和感を与えないデザイン

• 明るく、清潔、荘重なもの
建物外観
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イメージ画像
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火葬場施設整備の重要なポイント③

• 安らぎと傷心を癒せる落ち着いた空間

• 近代的で尊厳のある雰囲気

• 遺族や会葬者に、一体的でわかりやすい
動線計画

建物内部
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火葬場平面プラン図
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既存施設との比較 １

既存施設 新施設

敷地面積 ４，９８０㎡ 約１０，０００㎡
※ 山林を含む

延床面積 ４６４．５７㎡ 約１，９００㎡

火葬炉数
３基（別途汚物

炉１基）
５基（内１基増

設予定）

待 合 室 ２室 ５室
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既存施設との比較 ２

既存施設 新施設

告 別 室 なし １室

収 骨 室 １室 ２室

エントランス
ホール

なし あり

集塵装置 なし あり

19



今後のスケジュール

• 平成２７年度

• 火葬場の位置を決定します。

• 造成工事・山林の法面伐採をします。

都 市 計 画
位 置 決 定

• 平成２７年度

• 実施設計をします。（現在進行中）実 施 設 計

• 平成２８年度

• 建築本体、火葬炉設備、外構工事をします。

• 平成２９年４月供用開始を予定しています。
建 設
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市道 鍋倉から触田線の改良工事について

１ 地元の要望

２ 利用状況に応じた道路改良２ 利用状況に応じた道路改良

３ 改良工事に関する説明会の実施
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市道 鍋倉から触田線 改良工事図面 ①
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市道 鍋倉から触田線 改良工事図面 ②

23



市道 鍋倉から触田線 改良工事図面 ③
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